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7sドメインにおける回路網
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8RC回路の自然応答
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時刻 t = 0 において、スイッチを入れる。VCの時間応答を求めよ。
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9RC回路のステップ応答
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キルヒホッフの電流則より，

t < 0においてスイッチが入る。Lに流れる初期電流がI0=Vs/Rs

時刻 t = 0 において、スイッチを切る。VLの時間応答を求めよ。
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11RL回路のステップ応答

キルヒホッフの電流則より，

電流は

+

-

R

VLVs L
IL

I0

時刻t = 0にスイッチを入れる。VLの時間応答を求めよ。

t < 0においてLに流れる初期電流がI0とする。
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12システムの応答の一般化
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13単独波形のラプラス変換
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14繰り返す波形のラプラス変換
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15方形波に対する応答

方形波印加によるVCの時間応答を求めよ。ただし、 VC(0_) = 0とする、
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16宿題

下の図に示す回路にt <0において，スイッチSが開かれ，容量
C1には電圧V0が発生している。容量C2には電荷が無く，電圧
Vcはゼロであったとする。t = 0においてスイッチSを閉じた時，
電圧Vcの時間応答を求めよ。
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